
平
林
金
属
は
、
岡
山
県
内

外
に
９
拠
点
を
有
し
、
こ
の

う
ち
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ー
ム

御
津
（
岡
山
市
北
区
）
は
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行

と
同
時
に
開
設
し
た
家
電
４

品
目
の
再
商
品
化
施
設
（
Ａ

グ
ル
ー
プ
所
属
）
だ
。

第
１
工
場
内
は
品
目
ご
と

に
解
体
ラ
イ
ン
が
組
ま
れ
、

隣
接
す
る
第
２
工
場
で
主
に

２
、
３
次
加
工
を
手
掛
け
る
。

純
度
の
高
い
高
品
質
の
各
種

原
料
は
『
ヒ
ラ
キ
ン
ブ
ラ
ン

ド
』
と
し
て
対
外
的
に
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
メ
ー

カ
ー
も
全
幅
の
信
頼
を
置
く
。

今
年
２
月
、
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
施
行
か
ら
同
社
の

使
用
済
み
家
電
製
品
の
入
荷

台
数
は
１
０
０
０
万
台
を
突

破
し
た
。
直
近
の
１
日
当
た

り
の
平
均
入
荷
台
数
は
約
２

５
０
０
台
。
数
年
前
か
ら
中

国
の
廃
棄
物
輸
入
規
制
な
ど

時
流
の
変
化
を
受
け
て
、
使

用
済
み
家
電
４
品
目
の
入
荷

量
が
増
え
た
結
果
、
モ
ー

タ
ー
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー（
黒

モ
ー
タ
ー
）の
回
収
量
も
大
幅

に
増
加
。
従
来
は
手
作
業
に

よ
る
分
解
が
中
心
だ
っ
た
た

め
、
処
理
が
追
い
付
か
な
い

状
況
が
続
い
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
人
材
不
足
を

補
う
た
め
の
省
人
化
と
処
理

能
力
の
向
上
、
加
え
て
現
場

作
業
員
の
安
全
性
を
確
保
す

る
目
的
か
ら
、
機
械
化
を
図

る
こ
と
を
決
め
た
。

第
２
工
場
内
に
導
入
し
た

破
砕
機
は
近
畿
工
業
製
の

「
ス
ー
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
」。

同
機
は
処
理
対
象
物
を
直
接

投
入
す
る
こ
と
で
素
材
の
分

離
連
続
処
理
が
で
き
る
。
雑

品
や
モ
ー
タ
ー
類
な
ど
の
複

合
物
を
事
前
に
分
解
す
る
必

要
が
な
い
う
え
、
過
粉
砕
を

防
止
し
破
砕
負
荷
も
低
減
。

独
自
技
術
に
よ
り
素
材
の
絡

み
を
抑
え
、
品
質
の
高
い
単

一
素
材
の
生
産
性
に
優
れ
る
。

今
回
の
導
入
に
携
わ
っ
た

技
術
開
発
部
の
逢
澤
文
孝
課

長
は
「
大
型
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

で
の
処
理
も
試
み
た
が
、
分

離
精
度
に
課
題
が
あ
っ
た
」

と
し
た
う
え
で
、「
導
入
済
み

企
業
か
ら
の
評
判
も
良
く
、

破
砕
分
離
性
に
優
れ
て
い
る

点
を
評
価
し
た
」
と
語
る
。

現
在
、
同
社
の
黒
モ
ー

タ
ー
の
回
収
量
は
年
間
３
０

０
０
㌧
。
４
月
か
ら
の
本
格

稼
働
で
作
業
の
効
率
化
が
進

む
ほ
か
、
品
質
面
で
も
ス
ー

パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
投
入

後
、
さ
ら
に
磁
力
と
風
力
選

別
機
を
駆
使
し
、
単
一
素
材

化
を
徹
底
。
相
乗
効
果
が
図

ら
れ
て
い
る
。
将
来
的
に
は

モ
ー
タ
ー
類
以
外
の
複
合
物

の
処
理
も
視
野
に
入
れ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ー
ム
御

津
の
池
田
昌
隆
所
長
は
「
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
は
高
度
な
技

術
が
要
求
さ
れ
妥
協
は
許
さ

れ
な
い
。
複
合
物
の
単
一
素

材
化
は
ユ
ー
ザ
ー
も
使
い
易

い
材
料
と
な
る
。
国
内
循
環

の
高
ま
り
で
選
別
が
我
々
の

生
命
線
と
な
っ
て
い
く
は
ず

だ
」
と
一
歩
先
を
見
据
え
る
。

総
合
リ
サ
イ
ク
ル
の
平
林
金
属
（
本
社
＝
岡
山
市
、
平
林
実
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ー
ム
御
津
に
近
畿
工
業
製
「
ス
ー
パ
ー
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
」
を
導
入
し
た
。
中
国
の
環
境
規
制
に
伴
う
雑
品
や
処
理
困
難
物
の
国
内
還

流
を
背
景
に
、
廃
家
電
の
扱
い
量
も
年
々
増
加
。
設
備
の
増
強
で
省
人
化
と
処
理
能
力

の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
黒
モ
ー
タ
ー
な
ど
複
合
物
の
単
一
素
材
化
を
一
段
と
強
化
す

る
。
同
社
は
ミ
ッ
ク
ス
メ
タ
ル
選
別
拠
点
の
西
大
寺
工
場
で
も
新
た
な
選
別
ラ
イ
ン
を

増
設
済
み
で
、
資
源
の
国
内
循
環
と
高
品
質
化
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
。

同
社
に
は
業
界
内
で
も
珍

し
い
、
新
た
な
設
備
や
技
術

を
生
み
出
す
部
署
「
技
術
開

発
部
」
が
あ
る
。
ミ
ッ
ク
ス

メ
タ
ル
の
国
内
選
別
、
ミ
ッ

ク
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
の

単
一
素
材
回
収
、
電
子
機
器

な
ど
か
ら
の
希
少
金
属
回
収
、

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
の
資

源
化
を
柱
に
、
会
社
の
進
化

を
牽
引
す
る
役
目
を
担
う
。

同
部
署
が
中
心
と
な
っ
て
、

御
津
工
場
で
は
家
電
４
品
目

の
ト
レ
ン
ド
変
化
に
合
わ
せ

ラ
イ
ン
の
組
み
換
え
を
幾
度

も
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
今
回

の
ス
ー
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

の
導
入
に
際
し
て
も
レ
イ
ア

ウ
ト
設
計
を
行
い
、
作
業
動

線
の
最
適
化
を
図
っ
た
。
今

後
も
投
入
材
の
選
定
や
選
別

方
法
な
ど
更
な
る
研
究
を
進

め
て
い
く
考
え
だ
。

同
社
は
並
行
し
て
、
ミ
ッ

ク
ス
メ
タ
ル
の

選
別
拠
点
で
あ

る
西
大
寺
工
場

（
岡
山
市
東

区
）
に
お
い
て

も
、
新
た
な
光

学
選
別
機
と
Ｘ

線
透
過
技
術
を

利
用
し
た
最
新

鋭
の
選
別
機
を

導
入
済
み
で
本

格
稼
働
を
開
始
。

雑
品
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
入
荷
増
に

対
応
す
る
た
め
、

処
理
能
力
を
引

き
上
げ
、
高
度

化
を
進
め
る
。

将
来
的
に
は

他
工
場
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
３
つ
の
設
備
を
有
機
的

に
連
動
さ
せ
、
効
率
的
か
つ

質
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
の
手

法
を
確
立
。
さ
ら
な
る
脱
中

国
路
線
の
強
化
と
先
進
的
な

国
内
循
環
処
理
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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黒
モ
ー
タ
ー
処
理
増
に
対
応

複
合
物
の
単
一
素
材
化
に
注
力

脱
中
国
路
線
を
推
進

国
内
処
理
の
高
度
化
に
照
準

黒モーターを直接投入で素材ごとに分離処理

本格稼働中の近畿工業製「スーパーシュレッダー」

黒モーター処理を倍増へ

平林
金属
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